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『
修
紫
田
舎
源
氏
』
の
仮
名
字
体

｜
｜
作
者
自
筆
稿
本
と
板
本
の
比
較
考
察

l
i

『修紫田舎源氏』の仮名字体

内

t壬ヨ砂

刀t

田

本
稿
の
筆
者
は
、
先
に
柳
亭
種
彦
自
筆
資
料
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
や
用
法
を
資
料
ご
と
に
比
較
検
討
し
、
『
修
紫
田

舎
源
氏
』
第
八
編
の
稿
本
で
は
、
他
の
自
筆
資
料
に
比
し
て
使
用
字
体
の
種
類
が
少
な
い
、
異
体
の
字
体
相
E
の
使
い
分
け
が
よ
り
厳

密
に
な
さ
れ
て
い
る
仮
名
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
、
表
記
上
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
種
彦
が
草
双

紙
稿
本
の
執
筆
に
際
し
、
板
本
と
し
て
の
完
成
形
を
想
定
し
た
、
読
み
や
す
さ
を
意
識
し
た
表
記
を
行
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

（

1）
 

を
論
じ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
結
果
を
承
け
て
、
さ
ら
に
「
修
集
団
舎
漉
氏
』
第
八
編
が
、
筆
耕
に
よ
る
板
下
浄
書
を
経
て
、
実
際
に

板
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
、
仮
名
表
記
の
面
で
ど
の
よ
う
な
異
同
を
生
じ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ

る

15 

板
本
の
表
記
と
筆
耕
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
早
く
島
田
勇
雄
氏
が
西
鶴
本
に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
、
「
版
下
書
き
が
、
仮
名
遣
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を
始
め
と
す
る
各
種
の
表
記
を
自
己
流
に
改
変
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
論
じ
、
近
世
の
出
版
物
の
表
記
に
お
け
る
筆
耕
の
重
要
性
を
指

（

2）
 

摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
矢
野
準
氏
は
、
山
東
京
伝
の
草
双
紙
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
稿
本
と
板
本
と
の
比
較
を
行
っ
て
お
り
、
註
目
さ

（

3）
 

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
主
に
ア
・
ハ
・
ワ
行
の
書
き
分
け
に
関
す
る
、
所
謂
「
仮
名
遣
い
」
の
問
題
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
個
々
の
仮
名
字
体
の
用
字
法
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
稿
本
と
板
本
と
の
比
較
考
察
は
、
従
来
、
充
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿

で
は
、
「
修
紫
田
舎
源
氏
』
第
八
編
に
つ
い
て
、
稿
本
・
板
本
両
者
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
使
用
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
近
世
の

出
版
物
の
表
記
と
筆
耕
と
の
関
わ
り
と
い
う
問
題
の
一
端
を
考
え
て
ゆ
く
乙
と
と
し
た
い
。
な
お
、
以
下
、
「
修
紫
田
舎
源
氏
』
第
八

（

4）
 

編
の
稿
本
は
『
稿
本
』
、
板
本
は
『
板
本
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
略
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

最
初
に
、
「
稿
本
」

『
板
本
」
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
仮
名
使
用
の
全
体
像
を
ま
と
め
て
示
す
。
今
回
は
『
稿
本
』

「
板
本
』
と

も
、
上
冊
部
（
一

O
丁
）
の
み
を
調
査
範
聞
と
し
た
。

「
稿
本
』

五
八
九
七
字

使
用
仮
名
字
体
種
類
数

（

5）
 

六
六
字
体
（
五
七
字
源
）

濁
点
使
用
の
割
合

仮
名
字
体
用
例
総
数

五
四
二
／
五
五
四
例
（
九
七
・
八
%
）

『
板
本
』

六
三
二
二
字

七
五
字
体
（
六
三
字
源
）

五
八
五
／
五
八
七
例
（
九
九
・
七
%
）

（

6）
 

仮
名
字
体
用
例
総
数
が
『
稿
本
』
と
「
板
本
』
と
で
異
な
る
の
は
、
鈴
木
重
三
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
稿
本
』
に
は
訂
正
の
貼

り
紙
が
剥
離
し
た
こ
と
に
伴
う
、
本
文
の
欠
落
が
存
す
る
た
め
で
あ
る
。



ま
ず
使
用
仮
名
字
体
の
種
類
数
を
比
較
す
る
と
、
『
板
本
」

で
は
『
稿
本
』
よ
り
九
字
体
も
多
く
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
種
彦
が
『
稿
本
』
で
、
他
の
自
筆
資
料
よ
り
使
用
仮
名
字
体
の
種
類
を
専
ら
少
な
く
抑
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
対
照

的
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
板
本
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
多
く
の
種
類
の
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
見
た
目

（

7）
 

に
変
化
を
つ
け
た
表
記
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
草
双
紙
板
行
の
過
程
で
、
使
用
仮
名
字
体
の
種
類
が
稿
本
よ
り
増
加

し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
従
来
の
草
双
紙
の
仮
名
字
体
に
関
す
る
研
究
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
板
本
と
の
比
較
か
ら
、
専
ら
そ
の
使

『修紫岡舎源氏』の仮名字体

用
字
体
の
種
類
の
少
な
さ
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
濁
点
の
使
用
状
況
を
比
較
し
た
い
。
前
掲
の
数
値
は
、
本
文
中
、
濁
音
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
割
合

（

8）
 

で
濁
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
板
本
』
の
方
が
濁
点
を
よ
り
高
い
割
合
で
用
い
て
お
り
、

濁
点
に
よ
っ
て
濁
音
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
よ
り
強
く
現
出
し
て
い
る
。
『
稿
本
』
も
、
他
の
種
彦
の
自
筆
資
料
と
比
較
す
る

と
、
か
な
り
厳
密
に
濁
点
を
付
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
板
本
』
で
は
そ
の
態
度
が
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
と
言
え
る
。

続
い
て
、
「
稿
本
』

「
板
本
』
聞
で
使
用
仮
名
字
体
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
「
稿
本
』

「
板
本
』

間
で
使
用
字
体
の
種
類
に
異
同
が
な
か
っ
た
仮
名
を
A
、
異
同
が
あ
っ
た
仮
名
を
B
と
分
類
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
各
仮
名
で
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
及
び
そ
の
用
例
数
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
表
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

A 

「
稿
本
』

『
板
本
』
聞
で
使
用
字
体
の
種
類
に
異
詞
が
な
か
っ
た
仮
名
（
部
）

17 
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a 

一
種
類
の
字
体
の
み
を
使
用
の
仮
名
（
担
）

ゥ
、
ェ
、
ォ
、

コ
、
サ
、
セ
、

ソ
、
チ
、
テ
、
ナ
、
ノ
、
ヒ
、

フ
、
へ
、
ホ
、
ム
、
メ
、

ニL、

、
ヨ

ロ
、
ヮ
、
ヰ
、
ヱ
、
ン

b 

二
種
類
の
字
体
を
使
用
の
仮
名
（
ロ
）

イ

ヵ
、
ク
、
ヶ
、
シ
、
ス
、
夕
、
ト
、

ハ
、
ラ
、
リ
、
ル

B 

『
稿
本
』

『
板
本
』
間
で
使
用
字
体
の
種
類
に
異
同
が
あ
っ
た
仮
名
（
ロ
）

ァ
、
キ
、

ッ
、
ニ
、

ヌ、、ネ、

マ、、、、、

モ
、
ャ
、

レ
、
ヲ

本
節
で
は
、
こ
の
う
ち
、
ま
ず
A
の
仮
名
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

A
の
仮
名
で
は
、
使
用
仮
名
字
体
を
選
定
す
る
態
度
が
、
「
稿

本
』
と
『
板
本
』
と
で
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
特
に
A
l
a
、

一
種
類
の
字
体
の
み
を
使
用
の
仮
名
に
関
し
て
は
、
異
体
の
字
体

「
板
本
』
両
者
で
の
用
字
は
全
く
同
等
で
あ
る
。
吋
稿
本
」

（

9）
 

も
、
当
時
の
草
双
紙
の
表
記
と
し
て
一
般
的
な
字
体
を
選
択
的
に
使
用
し
て
い
る
と
言
え
る
。

の
使
い
分
け
と
い
う
問
題
も
存
し
な
い
た
め
、
『
稿
本
』

『
板
本
』
と

A
l
b
、
二
種
類
の
字
体
を
使
用
の
仮
名
も
、
基
本
的
に
は
A

a

と
同
様
、
作
者
と
筆
耕
と
に
共
通
の
用
字
意
識
が
存
し
て
い
た

も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
中
に
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
、
『
板
本
』
の
表
記
と
『
稿
本
」
の
表
記
と
の
直
接
的
な
関
連
を
想
定
し
う
る

（問）

事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
〈
夕
〉
で
は
、
「
稿
本
』

『
板
本
』
と
も
①
「
多
」
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
②
「
た
」
の
使
用
は

『
稿
本
』
で
二
例
、
「
板
本
』
で
三
例
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
『
板
本
』
の
三
例
に
注
目
し
て
み
る
と
、
三
例
中
「
た
て
（
立
て
）
」

（
七
ウ
）
、
「
た
よ
り
（
頼
り
）
」
（
九
ウ
）
の
二
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
稿
本
』
の
対
応
す
る
箇
所
で
も
②
「
た
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の

（品

で
あ
る
。
〈
夕
〉
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
少
数
例
使
用
の
字
体
の
使
用
箇
所
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
板
本
』
が
『
稿
本
』
の
用



字
か
ら
直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
〈
イ
〉
で
も
、
①
「
い
」
が
多
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
②
「
以
」
は
『
稿

本
』
で
三
例
、
『
板
本
』
で
一
例
の
み
の
使
用
だ
が
、
「
板
本
』
の
一
例
、
「
は
以
か
い

の
対
応
す
る
箇
所
で
も
②
「
以
」
を
使
用
し
て
い
る
。
「
板
本
』
の
筆
耕
は
基
本
的
に
①
「
い
」

（
俳
譜
）
」
（
一

O
ウ
）
と
い
う
例
は
、
「
稿
本
』

一
字
体
を
専
用
す
る
方
針
で
あ
っ
た

の
が
、
こ
の
箇
所
に
限
っ
て
は
「
稿
本
」
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
〈
タ
〉
の
場
合
と
同
様
、
筆
耕
が

稿
本
に
ひ
か
れ
た
表
記
を
行
っ
た
例
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
こ
こ
ま
で
は
専
ら
使
用
さ
れ
る
字
体
の
種
類
の
み
を
問
題
と
し
て
き
た
が
、
異
体
の
字
体
相
E
の
使
い
分
け
と
い
う
、
用
法

『修紫田舎源氏』の仮名字体

の
面
で
も
、
『
稿
本
』
と
『
板
本
』
と
で
は
傾
向
の
重
な
る
仮
名
が
多
い
。
字
体
の
使
い
分
け
の
傾
向
が
比
較
的
は
っ
き
り
と
看
取
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
（

）
内
は
、
複
合
語
や
漢
字
熟
語
の
場
合
の
、
語
頭
a

語

尾
に
準
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
を
も
算
入
し
た
数
値
で
あ
る
。

〈
カ
〉
①
「
可
」

②
「
か
」

〈
ク
〉
①
「
く
」

②
「
久
」

〈
シ
〉
①
「
し
」

②
「
志
」

19 

『
稿
本
』

一
語
中
の
位
置
に
関
わ
ら
ず
汎
用
さ
れ
る

二
八
六
例

一
主
に
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る

四
三
（
五
四
）
／
六
O
例

一
主
に
語
尾
に
使
用
さ
れ
る

」、T
K

」
ノ
『
ノ

（
七
七
）
／
八
四
例

一
主
に
非
語
尾
に
使
用
さ
れ
る

四
四
／
四
四
例

一
主
に
非
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る

二
二

O
／
二
二
五
例

一
主
に
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る

五
八

（
六
七
）
／
六
九
例

『
板
本
』
一二
O
九
例

四
四
（
五
五
）
／
五
九
例

七
二
（
八
一
二
）
／
九
三
例

四
三
／
四
四
例

二
三
四
／
二
四
O
例

五
九
（
七
一
）
／
七
四
例
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〈
ハ
〉
①
「
ハ
」

一
主
に
付
属
語
に
使
用
さ
れ
る

一
五
四
／
一
五
八
例

一
七
四
／
一
八
O
例

②
「
者
」

一
主
に
自
立
語
に
使
用
さ
れ
る

二
五
／
一
二

O
例

一
一
七
／
一
一
二
例

以
上
の
ほ
か
に
も
、
〈
ケ
〉
で
は
、
汎
用
さ
れ
る
①
「
け
」
に
対
し
、
②
「
A
l
」
は
、
「
け
ふ（辺

詞
、
形
容
詞
活
用
語
尾
の
場
合
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
共
通
し
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

（
今
日
こ
と
い
う
語
の
表
記
や
助
動

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
「
稿
本
』
と
「
板
本
』
と
で
、
異
体
の
字
体
の
使
い
分
け
に
傾
向
の
遠
い
が
見
ら
れ
た
仮
名
も
あ
る
。

例
え
ば
〈
リ
〉
は
、
「
稿
本
』
で
は
全
五
例
中
二
例
が
「
ひ
ち
里
き
（
纂
築
）
」
（
七
二
頁
）
、
「
ふ
う
里
う
（
風
流
）
」
（
八
一
頁
）
と
、

（日）

漢
字
熟
語
の
後
部
要
素
の
頭
の
、
語
頭
に
準
じ
て
捉
え
ら
れ
る
位
置
で
の
使
用
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
板
本
』

で

の
②
「
里
」
は
、
全
三
例
・
中
二
例
が
先
の

『
稿
本
』
と
対
応
す
る
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
稿
本
』
と
同
様
、
主
に
語
頭
に
準
ず
る
箇

所
で
使
用
さ
れ
る
字
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
「
板
本
』
の
②
「
里
」
に
は
、
三
例
全
て
が
行
頭
の
例
で
、
な
お

か
っ
、
「
板
本
」
中
、
行
頭
の
〈
リ
〉
の
例
は
そ
の
三
例
が
全
て
で
あ
る
と
い
う
際
だ
っ
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
板
本
』

で
は
行
頭
か
否
か
で
字
体
を
使
い
分
け
る
と
い
う
、
『
稿
本
」
に
は
な
い
特
徴
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
〈
ト
〉
で
も
、
『
稿
本
』
と
『
板
本
』
で
使
用
さ
れ
る
字
体
の
種
類
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
字
体
の
使
い
分
け
の
点
で
差

異
が
見
ら
れ
る
。
次
頁
の
表
一
、

一
一
よ
り
、
ま
ず
『
稿
本
』
と
「
板
本
」
で
は
、
①
「
と
」
と
②
「
止
」
の
用
例
総
数
の
多
寡
が
逆
転

し
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
『
稿
本
』
で
は
、
自
立
語
に
関
し
て
①
「
と
」
が
非
語
頭
に
多
用
さ
れ
る
と
い
う
偏
り
が
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
②
「
止
」
の
非
語
頭
例
も
七
一
例
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
②
「
止
」
を
汎
用
す
る
一
方
で
、
非
自
立
語
語
頭
を
中
心
に

①
「
と
」
を
併
用
す
る
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
板
本
』
で
は
、
①
「
と
」
の
非
語
頭
例
が
七
一
例
と
、
『
稿
本
』



表

『
稿
本
』
で
の
〈
ト
〉
の
字
体
の
使
用
状
況

表

『板本』での〈ト〉の字体の使用状況

② 止 ① と

一 用例総

一九九 一 数

語

八 。頭 自
立
非 語

七 一語
一。頭
一七

付属。
一 語

~ ① と
用

一 例総
九 五
四 一 数

四
語。一頭 自
立
非 語

一七 語
八 一頭

一七 付属
t、－－ 九 語

『修紫田舎源氏jの仮名字体

の
二

O
例
に
比
し
て
大
き
く
増
加
し
て
い
る
一
方
、
②
「
止
」
の
非
語
頭
例
は
二
八
例
と
、
「
稿
本
』
の
七
一
例
よ
り
減
少
し
て
お
り
、

②
「
止
」
を
語
頭
、
①
「
と
」
を
非
語
頭
と
い
う
形
で
、
二
字
体
を
相
補
的
に
使
い
分
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
現
出
し
て
い
る
。

②
「
止
」
の
非
語
頭
例
も
依
然
と
し
て
二
八
例
存
す
る
が
、
こ
の
う
ち
「
い
く
止
せ
（
幾
年
）
」
（
四
オ
）
、
「
う
ち
止
け
（
打
ち
解
け
こ

（
五
ウ
）
な
ど
九
例
は
、
語
頭
に
準
ず
る
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
一

九
例
で
あ
る
が
、
こ
の
一
九
例
に
つ
い
て
も
、
「
稿
本
」

の
対
応
す
る
箇
所
で
の
用
字
を
調
べ
て
み
る
と
、
全
例
「
稿
本
』

で
も
②

「
止
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
板
本
』
の
〈
ト
〉
に
関
し
て
、
字
体
の
使
い
分
け
の
原
則
か
ら
外
れ
る

一
九
例
は
、
全
て

『
稿
本
』
の
用
字
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
例
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
板
本
』

で
は
、
二
字
体
の
相
補
的
な
使
い

分
け
を
目
指
し
た
も
の
の
、
部
分
的
に
は
『
稿
本
』
の
表
記
に
ひ
か
れ
た
用
字
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
に
お
け
る
〈
ト
〉

の
用
字
に
関
し
て
、
矢
田
勉
氏
は
「
江
戸
期
で
「
止
」
が
「
と
」
を
上
回
る
資
料
は
、
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
」
「
ど
の
時
期
を
通

21 

じ
て
も
、
近
世
の
小
説
で
は
「
止
」
が
「
と
」
と
比
肩
し
う
る
頻
度
で
用
い
ら
れ
た
資
料
は
決
し
て
多
数
派
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

（

H
O
 

る
。
『
稿
本
」

「
板
本
』
聞
で
の
〈
ト
〉
の
字
体
の
使
用
に
つ
い
て
の
異
同
も
、
矢
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
近
世
全
体
を
通
じ
て
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の
大
き
な
趨
勢
を
背
景
に
、
筆
耕
が
よ
り
一
般
的
な
用
字
法
を
志
向
し
て
改
変
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

四

「
板
本
』
聞
で
使
用
字
体
の
種
類
に
異
同
が
あ
っ
た
仮
名
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

ま
ず
、
「
稿
本
』

本
節
で
は
、
先
の
分
類
の
B
、
『
稿
本
」

『
板
本
』
そ
れ
ぞ
れ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
、
次
に
各
仮
名
ご
と
に
整
理
し
て
示
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
／
の

上
が
『
稿
本
』
で
の
使
用
字
体
、
下
が
「
板
本
』
で
の
使
用
字
体
で
あ
る
。

。
『
稿
本
』

『
板
本
』
で
の
使
用
字
体
の
種
類
数
が
同
じ
仮
名

〈ヌ〉

マ
一
種
類
の
字
体
の
み
を
使
用
の
仮
名
（
1
）

①
怒
／
②
ぬ

マ
二
種
類
の
字
体
を
使
用
の
仮
名
（
3）

〈ア〉
〈ネ〉

①
阿
・
②
安
／
①
阿
・
③
あ

①
毛
1
・
②
も
／
②
も
・
③
毛
2

〈モ〉

。
「
板
本
」
で
は
「
稿
本
」
よ
り
多
く
の
種
類
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名

①
祢
・
②
年
／
②
年
・
③
ね

〈キ〉

マ
一
種
類
↓
二
種
類
（
5）

〈レ〉

〈、、、〉

①
き
／
①
き
・
②
起

①
れ
／
①
れ
・
②
連

①
ミ
／
①
ミ
・
②
み

①
を
／
①
を
・
②
遠

〈ヲ〉



〈ヤ〉

①
や
／
①
や
・
②
也

マ
一
種
類
↓
三
種
類
（
1
）

〈

マ

〉

①
ま
／
①
ま
・
②
満
・
③
末

マ
二
種
類
↓
三
種
類
（
2
）

〈

ツ

〉

①
つ
・
②
川
／
①
つ
・
②
川
・
③
徒

〈ニ〉

①
か
1
・
②
か
2
／
①
か
1
・
②
念
2
・
③
に

『修紫田舎源氏』の仮名字体

ま
ず
、
『
稿
本
」

『
板
本
』
で
使
用
字
体
の
種
類
数
が
同
じ
仮
名
か
ら
、
考
察
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

〈
ヌ
〉
は
、
『
稿
本
』
で
は
①
「
怒
」
の
み
が
統
一
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
『
板
本
』
で
は
全
て
②
「
ぬ
」
に
改
め
ら
れ
て
い
た
。

①
「
怒
」
は
種
彦
の
自
筆
資
料
で
は
常
用
さ
れ
た
字
体
で
あ
っ
た
が
、
近
世
一
般
に
お
い
て
は
あ
ま
り
頻
用
さ
れ
る
字
体
で
は
な
か
っ

（語た
。
①
「
怒
」
か
ら
②
「
ぬ
」
へ
と
い
う
使
用
字
体
の
変
化
は
、
板
行
の
過
程
で
、
筆
耕
が
よ
り
一
般
的
な
字
体
を
選
択
し
た
結
果
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
ア
〉
は
、
『
稿
本
』
で
は
①
「
阿
」
、
②
「
安
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
両
字
体
の
使
い
分
け
に
、
は
っ
き
り
し
た
傾
向
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
「
板
本
』
で
は
、
③
「
あ
」
が
汎
用
さ
れ
る
一
方
、
①
「
阿
」
は
一
例
の
み
「
阿
き
の
せ
み
（
秋
の
蝉
）
」

（一

O
ウ
）
と
、
俳
譜
の
表
記
の
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
稿
本
」
の
対
応
す
る
箇
所
で
も
①
「
阿
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
板

本
』
で
は
③
「
あ
」
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
乙
の
箇
所
に
限
っ
て
は
『
稿
本
』
の
用
字
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
散
文
に
③
「
あ
」
、
韻
文
に
①
「
阿
」
と
い
う
使
い
分
け
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
『
板
本
』
で
は
「
稿
本
」
よ
り
機
能
的
な
字
体

23 

の
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
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〈
モ
〉
は
、
「
稿
本
』
で
は
、
①
「
毛
1
」
が
一
七
五
例
と
多
用
さ
れ
る
一
方
、
②
「
も
」
は
一
五
例
の
み
、
主
に
語
尾
や
文
節
末

の
場
合
に
限
っ
て
、
部
分
的
に
併
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
『
板
本
」
で
は
②
「
も
」
が
付
属
語
（
八
七
／
九
九
例
）
、
③
「
毛

2
」
が
自
立
語
（
一

O
一
／
一

O
四
例
）

と
い
う
相
補
的
な
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
た
。
『
稿
本
』
と
「
板
本
』
と
の
間
で
、
字
体
の

使
い
分
け
に
共
通
性
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
基
準
で
使
い
分
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
稿
本
』
と
「
板
本
』
両

者
で
の
使
い
分
け
の
あ
り
か
た
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
板
本
』
に
お
け
る
相
補
的
な
字
体
の
使
い
分
け
は
、
語
や
文
節
の
切
れ
目
を

表
示
し
、
読
者
の
読
み
や
す
さ
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、
「
稿
本
」
よ
り
機
能
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
稿
本
』

『
板
本
』
で
使
用
字
体
の
種
類
数
が
同
じ
仮
名
の
う
ち
、
〈
ネ
〉
以
外
に
つ
い
て
は
、
『
板
本
』
で
は
よ

り
一
般
的
な
字
体
、
よ
り
機
能
的
な
字
体
の
使
い
分
け
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
共
通
し
た
特
徴
を
見
出
し
う
る
。

続
い
て
、
「
板
本
』
で
『
稿
本
』
よ
り
多
く
の
種
類
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
う
。

「
稿
本
」
に
は
な
く
、
『
板
本
』
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
字
体
の
う
ち
、
〈
ニ
〉
の
③
「
に
」
、
〈
マ
〉
の
②
「
満
」

－
③
「
末
」
、

〈
ヲ
〉
の
②
「
遠
」
は
、
先
に
調
査
を
行
っ
た
種
彦
の
自
筆
資
料
で
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
字
体
で
あ
る
。
作
者
に
は
な
い
、
筆
耕

独
自
の
用
字
が
混
入
し
た
こ
と
の
確
実
な
例
と
考
え
ら
れ
、
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
板
本
』
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
字
体
全

体
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
用
例
数
の
極
端
に
少
な
い
字
体
が
目
立
つ
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
九
字
体
の
う
ち
、
〈
ヤ
〉
の

②
「
也
」
、
〈
ヲ
〉
の
②
「
遠
」
を
除
く
七
字
体
は
、

い
ず
れ
も
用
例
数
が
五
例
以
下
で
あ
る
。
ま
た
、
各
字
体
の
用
法
に
注
目
し
た
場

合
に
も
、
〈
キ
〉
の
②
「
起
」
が
専
ら
自
立
語
語
尾
（
文
節
末
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
八
字

体
に
は
明
確
な
特
徴
は
見
出
せ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
板
本
」
で
の
み
使
用
の
字
体
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
用
例
数
・
用

法
の
ど
ち
ら
の
面
に
お
い
て
も
、
統
一
的
な
使
用
の
方
針
を
見
出
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
、
板
下
の
浄
書
に
あ
た
っ
て
、
文
字
列
に
変



化
を
つ
け
て
画
面
が
単
調
に
な
る
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
各
所
で
臨
時
的
に
使
用
し
た
字
体
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
筆
耕
独
自
の
用
字
の
、
あ
く
ま
で
も
部
分
的
な
混
入
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

以
上
、
『
修
紫
田
舎
諒
氏
』
第
八
編
の
稿
本
と
板
本
に
つ
い
て
、
使
用
仮
名
字
体
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
、
草
双
紙
の
板
本

『修紫田舎源氏』の仮名字体

に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
る
字
体
の
種
類
が
少
な
い
と
い
う
表
記
上
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
、
『
修
紫

田
舎
源
氏
』
第
八
編
に
関
し
て
は
、
板
本
で
は
稿
本
よ
り
も
使
用
字
体
の
種
類
が
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

『
稿
本
』
と
「
板
本
』
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
少
数
使
用
の
仮
名
字
体
例
の
使
用
箇
所
が
両
者
で
対
応
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
筆
耕
が
作
者
の
稿
本
の
表
記
を
直
接
的
に
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
認
め
ら
れ
た
反
面
、
板
本
の
表
記
に
筆
耕
独

自
の
用
字
が
混
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
面
も
看
取
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
筆
耕
独
自
の
用
字
の
混
入
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
単

に
使
用
字
体
の
種
類
の
異
伺
の
み
な
ら
ず
、
『
稿
本
』
と
同
じ
種
類
の
字
体
を
使
用
し
て
い
る
仮
名
で
あ
っ
て
も
、
異
体
の
字
体
の
使

い
分
け
と
い
う
、
用
法
の
面
で
遣
い
が
見
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
近
世
の
出
版
物
の
表
記
に
筆
耕
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
広
い
資
料
に
あ
た
っ
て
調
査
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
（1
）
第
一
五
四
回
近
代
語
研
究
会
（
一
九
九
八
年
五
月
二
九
日
、
於
・
国
立
国
語
研
究
所
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
、
「
柳
亭
種
彦
自
筆
資
料
の

仮
名
字
体
1
1
草
双
紙
稿
本
を
中
心
に
｜
｜
」
0
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一
九
九
O
年）、
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島
回
勇
雄
氏
「
西
鶴
本
の
か
な
づ
か
い
同
『
万
の
文
反
古
』
に
つ
い
て
」
（
「
西
鶴
本
の
基
礎
的
研
究
』
、
明
治
書
院
、

一
四
二
頁
。
同
論
文
の
初
出
は
、
『
研
究
』
第
四
五
号
（
一
九
七
O
年
三
月
）
0

（3
）
矢
野
準
氏
「
黄
表
紙
類
（
草
稿
本
・
整
板
本
）
の
表
記

l
i京
伝
黄
表
紙
三
種
を
中
心
に
｜
｜
」
（
「
香
椎
潟
』
第
四
二
号
、

年
三
月
）

（4
）
テ
キ
ス
ト
は
、
「
修
紫
田
舎
源
氏
』
第
八
編
稿
本
は
新
編
稀
書
複
製
会
叢
書
第
四
五
巻
所
収
の
影
印
、
板
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

蔵
本
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。
な
お
、
こ
の
第
八
編
板
本
の
筆
耕
は
千
形
道
友
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

｛

5
）
字
源
数
は
、
合
字
の
例
を
含
め
ず
に
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

（6
）
鈴
木
重
三
氏
「
八
編
解
説
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
槌
『
修
紫
田
舎
源
氏
上
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
、
二
四
七
頁
。

（7
）
例
え
ば
、
島
田
勇
雄
氏
は
注
（
2
）
論
文
で
「
し
か
し
出
版
の
た
め
の
版
下
と
な
る
と
、
商
品
と
し
て
の
販
売
意
識
が
先
立
っ
て
、
美

し
く
見
せ
る
た
め
に
字
体
に
変
化
を
付
け
る
こ
と
に
留
意
す
る
は
ず
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
一
七
八
頁
）
と
述
べ
る
。

（8
）
歴
史
的
に
清
濁
雨
形
が
確
認
で
き
る
語
、
複
合
語
で
連
濁
し
な
い
形
も
想
定
で
き
る
諮
な
ど
は
、
用
例
に
含
め
な
か
っ
た
。

（9
）
浜
国
務
介
氏
「
板
行
の
仮
名
字
体
i
ー
そ
の
収
数
的
傾
向
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
『
国
語
学
』
第
一
一
八
集
、
一
九
七
九
年
九
月
）
、
矢
野
準

氏
「
一
九
の
文
字
生
活
｜
｜
蔦
屋
板
黄
表
紙
五
種
の
仮
名
表
記
の
実
態
を
中
心
に
1

1」
（
『
近
代
語
研
究
」
第
八
集
、
武
蔵
野
書
院
、
一

九
九
G
年
）
な
ど
で
の
調
査
結
果
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
叩
）
本
稿
で
は
、
個
別
の
仮
名
字
体
は
「
」
で
示
し
、
抽
象
的
単
位
と
し
て
の
仮
名
は
人
〉
で
示
す
。
「
」
の
前
の
丸
囲
み
の
数
字
は
、

巻
末
の
表
三
の
字
体
番
号
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
行
の
平
仮
名
・
片
仮
名
に
な
い
字
体
は
、
便
宜
上
、
字
源
の
漢
字
を
代

用
し
て
表
示
す
る
。

（U
）
「
板
本
』
の
②
「
た
」
の
も
う
一
例
は
、
「
し
つ
ら
へ
／
た
る
」
（
一

O
ォ
、
／
は
改
行
）
と
い
う
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
行
の
行
頭

「
多
ち
ま
は
り
」
の
①
「
多
」
と
異
な
る
字
体
を
意
図
的
に
使
用
し
て
、
変
化
を
つ
け
た
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ロ
）
「
け
ふ
（
今
日
こ
の
表
記
に
関
し
て
は
矢
田
勉
氏
「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
発
生
」
（
「
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
、
汲
古

書
院
A

一
九
九
五
年
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
近
世
に
お
け
る
②
「
↑
」
の
用
字
法
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
篤
氏
「
「
浮
世
風
呂
』

の
平
仮
名
の
用
字
法
」
（
『
成
媛
国
文
」
第
一
一
一
O
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
な
ど
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
日
）
『
稿
本
』
・
『
板
本
』
と
も
、
〈
リ
〉
の
自
立
語
語
頭
例
は
な
か
っ
た
。

一
九
九
七



（

M
）
 

矢
田
勉
氏
「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
衰
退
｜
｜
ト
の
仮
名
の
場
合
1

1」
（
「
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
、
明
治
書
院
、

一
九
九
六
年
）
、
四
四
一

l
四
四
二
頁
。

（
日
）
浜
田
啓
介
氏
「
板
行
の
仮
名
字
体
l
lー
そ
の
収
数
的
傾
向
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
『
国
語
学
』
第
一
一
八
集
、
一
九
七
九
年
九
月
）
に
よ
る

と
、
「
怒
」
は
西
鶴
本
で
は
用
い
ら
れ
る
が
、
時
代
が
下
っ
て
馬
琴
本
に
な
る
と
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
「
ぬ
」
一
字
体
に
収
飲
す
る
と
言

う
。
ま
た
、
前
田
富
棋
氏
「
川
柳
の
仮
名
l
l
l国
語
字
体
史
の
視
点
か
ら
｜
｜
」
（
「
大
阪
大
学
文
学
部
共
同
研
究
論
集
（
日
本
語
・
日
本

文
化
研
究
論
集
）
』
第
四
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
で
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
中
近
世
を
通
じ
て
〈
ヌ
〉
の
字
体
と
し
て
は
「
ぬ
」
が
中
心

的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『修紫田舎源氏jの仮名字体

4
1
記
本
稿
の
提
出
後
、
注
（
1
）
の
口
頭
発
表
の
内
容
を
「
柳
亭
種
彦
自
筆
資
料
の
仮
名
字
体
｜
｜
草
双
紙
稿
本
を
中
心
に
l
｜
｜
」
（
「
語
文
』
第
七
一

輯
、
一
九
九
八
年
一

O
月
）
に
ま
と
め
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）

27 
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表三 『修紫回舎源氏』第八編稿本・板本使用字体対照表

字体｜ 稿本 I 板本 ネ .m3-t 16 ーーー・・・・ー・・．．．．．， ー．．．帯”・・・・・・・・
ア I＿①1＿？一一一＿＿17 ___ J __ .. －~ ー②~－－ 29 29 ..・－．・・‘・ー・．．．『” ・・・ーー’・・・ー・ーー・
．②hL ____ ~ ___ J＿一一二一
＠あ I - I io5 

③ね 19 
ノ ①の 273 292 

イ 1.ffi~－~－L--J~LJ...... W~ .. . 
②札I 3 -I "i 

ノ、
虫②色主

158 180 ’・．．．．亭・・・・ー・．， －ー・ーー，司帽・ー・ー－－－
120 121 

ウ｜①う I 107 I 117 ヒ ①ひ 150 152 
エ｜①え I 17 I 却 フ ①ふ 96 104 
オ｜①お I 93 I ioo ，、、 ①へ 97 105 

カ l ＿~.？＿J＿＿＿‘お？..... l ..... W~－－－－ ホ ①が 56 58 
②か I 60 I 59 マ ①ま 154 159 咽・・・・ー・．．曲ーー・..晶画ー・ー司”・・・ー・唱曲

キ｜①き I. ~~－ .I .W.~. ②~－ 5 ー・・・ーーー・・．，ー－－－－ ーー．ーー・・・・ーー・・ー②予zI - I 4 ③ま 3 

ク｜①く I. ~~ .I －~~ 
②~－ I 44 I 44 

、、、
①ミ 66 75 
’－－－－ーー・・・ーー・・ー －ー明・－－－－－－－・，帽

②み 2 
ケ｜①けI. J?_ I .？~ο 
＠々 I 17 -I 22 

ム ①む 24 25 
メ ①め 71 72 

コ｜①こ I 111 I 11s モ ①も 175 ・・・・・・・・．．．．．．． 』ー司岨ーーー，．・ーー．．
サ｜①さ I 140 I 151 ＠も 15 99 

ー・・－－－ーー，’ー・・ーー司 ー・．，司・ーー・ー・陸自ーー
シ｜①し I. .？~~－ .I －~~－Q. 
②£1 69 I 74 

③句 104 
ヤ ①や 92 67 ーーー咽， a』包・・ー・・・ーー， ・・・－・・・・－・ー・ー・－

ス l_(P.長J______ w ___ .L ＿＿＿＿一回一一
②すI 5・ ・1 7 

②令 35 
二L ①i9 38 38 

セ！①せ I 57 I 61 ヨ ①よ 95 105 
ソ｜①そ I 82 I 88 フ ①f 74 78 ー・ーー．・・ーーー『・ー，， ・．．，，・ーーーー・幽姐－・－
タ I ＿①－~＿］＿ ＿＿＿＿＿手：~？.... L ___ －~？＿Q_ -. -
②たr 2 I 3 

②ら 42 43 
リ ①り 183 203 －ーーー司・ー・ 4・，ー・ー，， ・・・・・・ー－－－－－ E・

チ｜①ち I 93 I ioo ② Z 5 3 

ツ｜①つ L J~？. .I －~？－~－ ノレ ①匂 103 119 ・・ー・・ー・・・・岨司ーーーー 司．．ーー”’・・ー・ーー－
②づI. ? .I －~ 
③叶I I i 
テ｜①て I 142 I 150 

②る 6 
レ
①②れ之

126 130 ．．幽・ーー・ー－－’・・ー，， －ーー・ーーーーー，．・ーー
4 

ト！①と L ~？ . .I －~~） 
②さ I i39 I 94 

ロ ①ろ 31 35 
ワ ①旦 41 44 

ナ i①会 I 194 I 213 ヰ ①ゐ 19 18 

ニ l_(P.ヨ二L.. J~~－－－ ..l. －－－~？§. 
②ユI. § .I ~？： 
＠に I I I 

二乙 ①ゑ 17 17 
ヲ ①を 151 90 ・・・ー・・哩・ーーー，ーーー ー骨・－『・・唾ーーー－－－
①～  71 

ヌ｜①忍I .~9 .I 一 ン ①ん 67 77 
＠ぬ I - I 21 ヨト ①I 44 43 


